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「経済産業省・平成 21 年度低炭素社会に向けた技術発掘・社会システム実証モデル事業」 

低炭素社会を実現する、“世界初の取組み” 

 「ﾛﾎﾞｯﾄを活用した“多種類ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ分別回収ﾘｻｲｸﾙ装置”を開発」 

「流通店舗（ＣＯ・ＯＰ）2 ヶ所で、実証試験を開始」 
 

ＩＤＥＣ株式会社、三菱電機エンジニアリング株式会社、大阪大学は、低炭素社会の実現を目指
す｢ロボットを活用した“多種類プラスチック分別回収リサイクル装置”を世界で初めて開発｣し、
｢流通店舗“ならコープ、阪大生協”での実証試験を世界で初めて開始｣いたします。 

地球温暖化という人類の生存に関わる脅威に対して、日本は 2020 年に温室効果ガスを、1990 年比で 25
パーセント削減するとの目標を掲げております。この低炭素社会実現に向けての一つのキーワードは、資源
の有効活用「リサイクル」の更なる啓蒙と行動と考えております。特に、生産されたプラスチックを全て焼
却せず再利用「リサイクル」できれば、25％の内 4％の CO2 削減に貢献できると試算されます。 
現在、自治体、生協、スーパー、学校など様々なところで、リサイクルの為の資源回収活動が行

なわれています。その中で、プラスチック分別に関しては、人の目で分別可能な「1～2 種類」の範
囲での分別回収が主流で、リサイクル可能な素材別回収が出来ていない状況です。 

今回の取組みは、世界で初めて開発した｢６種類｣のプラスチック素材判別用半導体レーザセンサ
をロボットの"目”として搭載した｢ロボットを活用した“多種類プラスチック分別回収リサイクル
装置”｣を開発し、街中や大学の CO･OP に設置しプラスチック素材別回収を行なうことで、従来分
別出来ずに焼却処分され、多量に排出されていたＣＯ2 削減に貢献することを目指した、新たなプ
ラスチックリサイクルの社会実証試験を行います。 

【試算：2007 年度ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ総生産量 1420 万ﾄﾝ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ回収量 995 万ﾄﾝ(ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ生産量の約 70％) 
⇒このうち PE､PP､PS 合計が 704 万ﾄﾝ。 分別されずに全て焼却された時､CO2 排出量は 1897 万ﾄﾝ。】 

出典：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ処理促進協会 

            
【ＩＤＥＣ、三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、大阪大学】           【市民生活協同組合ならコープ 

              大阪大学生活協同組合、大阪大学】 
「多種類ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ分別回収ﾘｻｲｸﾙ装置」開発           ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ実証試験  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【概要・特長】 
 ◆世界で初めて、６種類のプラスチック素材判別を可能にしたセンサを開発。 
  世界に誇るＩＤＥＣと大阪大学のフォトニクス技術を駆使して、５波長レーザによる６種類判

別可能なプラスチックセンサを開発・搭載。【検出ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ６種⇒ＰＥＴ/ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ、ＰＥ/ﾎﾟ
ﾘｴﾁﾚﾝ、ＰＶＣ/ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆｰﾙ、ＰＰ/ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、ＰＳ/ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ、ＡＢＳ/ｱｸﾘﾛﾆﾄﾙﾌﾞﾀｼﾞｴﾝｽﾁﾚﾝ】 

 

 ◆世界で初めて、流通店舗に産業用ロボットを搭載したプラスチック分別装置を導入。 
本装置は三菱電機エンジニアリングが設計・製作。世界に先駆けて６軸多関節ロボット（三菱
電機製）を流通店舗用分別装置に搭載し、判定後の回収ＢＯＸへの確実な搬送作業を実現。 
【生活支援などのサービスロボット普及拡大が国の重点施策となっている今、今回「技術・出荷台数・

使用台数」で日本が世界に誇る実績を持つ産業用ロボットを活用する】 

 

◆世界で初めて、ＣＯ2 削減を目的に、 
自動プラスチック分別・回収システムを流通店舗２ヶ所にて実証。 

大阪大学のリード・推進により、流通店舗「市民生活協同組合ならコープ、大阪大学生活協同
組合」に試験設置することにより、プラスチックリサイクルの拡大が低炭素社会に有益である
ことを、世界に先駆けて実証。 
 

 ◆世界最高レベルの安全対策を実施 
流通店舗に設置されることから、産業分野で蓄積したＩＤＥＣの安全技術・製品を駆使して、
使用者の安全を考えた「リスクアセスメント」を行ない、世界最高レベルの安全を実現。 
 



 
 
 
 
 

 
 

＊実証試験日程 

①大阪大学生活協同組合 

・設置場所：大阪大学工学部U２棟ピロティ 

・装置稼動：2010年2月5日(金)～23日(火)  (稼働時間は店舗営業時間) 

②市民生活協同組合ならコープ 

・設置場所：ディアーズコープいこま  

・装置稼動：2010年2月10日(水)～3月11日(木) (稼働時間は店舗営業時間) 

 

 

＊ＩＤＥＣ株式会社 【旧社名：和泉電気株式会社】 
・設立        ： １９４７年３月２６日 
・資本金      ： １００.６億円 
・社長       ： 舩木俊之  
・売上        ： ２８０億円(200９年 3 月期) 
・製造・販売製品： 制御機器、ＦＡ制御システム、オプト関連機器、防爆・防災システム、他 
･本社       ： 大阪市淀川区西宮原 1-7-31 

 

＊三菱電機エンジニアリング株式会社 
・設立        ： １９62 年 2 月 
・資本金      ： １０億円 
・社長       ： 尾形仁士 
・売上        ： ８７０億円(200９年 3 月期) 
・事業内容    ： 電気・電子機器の設計、関連技術及び製造、工事据付関連技術、技術関連業務 
･本社       ： 東京都千代田区九段北 1-13-5 

 

＊市民生活協同組合ならコープ 
・創立        ： １９７４年７月 
・出資金      ： 82.9 億円 
・理事長     ： 森 宏之  
・総事業高    ： 377 億円(2008 年度) 
・事業内容    ： 生鮮品の加工、食料品・日用品の供給事業、受託共済事業など 
･本部       ： 奈良市恋の窪一丁目 2 番 2 号 

 

＊大阪大学生活協同組合 
・創立        ： 1962 年 5 月 28 日 
・出資金      ： 2.2 億円 
・理事長     ： 出原 隆俊 
・供給高      ： 48 億 (200９年 3 月期) 
・事業内容    : 食堂営業・書籍物販の販売・旅行関連紹介・不動産紹介 
･本部       ： 大阪府豊中市待兼山町 1 番 9 号 

 

 

◆ＩＤＥＣならびに関係企業・法人に対する、広報に関するお問い合わせ先  

TEL (06)6398-2505 (ＩＤＥＣ・広報担当)村上宛に願います。 


